
学塾通信 7月号 （第 152回） 

～学塾は一人ひとりが目標に向けて真摯に取り組む教室である～ 

 

 

もう夏期講習会の案内をする時期になりました。夏期講習会を終えると 9月・10月の成績状況により受験

校を絞り込んでいく時期になります。中学受験生は 9月から過去問演習もスタートします。 

高校受験生にこの夏休み取り組んでほしいことをお伝えします。英語・数学は2学期以降の予習と1・2年

生の内容の定着、社会・理科は重要語句の暗記定着、国語は読解力・記述力の強化です。 

学塾の夏期講習会だけでなく、学校の課題にも計画的に取り組んでいただくために高校受験生の夏期講

習会の初日は、7 月 28 日(月)にしています。夏休みに入ってから 1 週間の間に学校の宿題にできる限り

取り組んでもらうためです。また土日も講習会の授業を入れていません。この時間の使い方も大切です。

リフレッシュをする時間も含めて計画を立てるようにして下さい。 

また夏休みには大規模な学校説明会も実施されます。希望する学校がまだ決まっていないという人は必

ず参加しましょう。大阪には多くの学校があります。環境やシステム・カリキュラムという言葉で明確に表

すことができる違いもあれば、校風や伝統など言葉では表現しにくい違いもあります。後述した違いにつ

いては、複数の学校が集まる行事に参加することで、とても良く見えてきます。部活動をしている人であれ

ば、大会の開会式やコンクールを見に行くことで顧問の先生がかける言葉や生徒同士の対話、応援に来

ている保護者様の様子を感じることができます。 

中学受験生で未習単元がある人は、夏休みの間に終わらせましょう。また、受験に必要な知識をすべて

学習し終えている人は、これまでの問題演習をしながら、知識の確認と定着を図りましょう。 

 

できるようになりたいという気持ちはあるけれど、なかなか一歩が踏み出せない。継続して取り組むことが

できない。そのような塾生には頑張っている人の取り組みを真似ることをお勧めします。また、頑張ってい

る人とレベルの高い会話をすることも有効です。 

良き見本となる仲間がいるわけですから、その人と同じペースで机に向かってみましょう。 

そうすることで、今までの自分の取り組みが甘かったと感じることでしょう。 

 

「高い点数を取る人はここまでやっているんだ」と実感できれば、取り組み方は大きく変わるはずです。 

考え方が変われば取り組み方が変わり、取り組み方が変われば結果も大きく変わります。 

この夏、受験生のみなさんは高い意識を持って受験勉強に取り組んでください。 

 

夏の終わりの目標は、現状の偏差値+5 ポイントの伸びの実現です。 

 

 

 

 

 



〇保護者面談について（随時受け付けています。） 

 

面談を希望される方は info@gakujyuku.com宛にご連絡をお願いします。日程調整をします。 

 

〇入試情報等について 

 

各学校から届いた案内や入試に関する情報は、学塾の X（Twitter）にて配信しています。 

 

〇教室への連絡について 

 

教室への連絡は、一斉配信のメールアドレス宛に用件を送っていただいても教室には届きません。 

お手数ですが info@gakujyuku.com宛にお願いします。 

メール確認後は、当日ないし翌日までには返信しています。教室からの返信が無い場合は、一斉配信宛

に届いている可能性があります。一度ご確認をお願いします。 

 

〇学塾アプリの運用について 

 

ログイン ID・パスワードとマニュアルを同封しています。 

引き続きメールでのやり取りはできますが、移行できる方からアプリでの連絡に切り替えをお願いできれ

ばと思います。 

 

〇一泊移住・修学旅行の振替について 

 

6月 21日（土）・6月 28日（土）で実施します。 

お子様の授業日・時間帯の確認をお願いします。 

 

〇空調について 

座席によって冷房のあたり具合が変わります。寒さが気になる方は、1 枚羽

織るものをお持ちください。 

 

〇傘について 

雨の多い季節になりますが、傘には名前を書くか、自分のものとわかる目印をつけてください。特にビニ

ール傘を使っている方は、同じような傘があると間違えやすいので気を付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



○夏期個別講習会のご案内 （小学生～高校生） 

 

7月 21日（月）から夏期講習会を実施します。 

受験生にとっては、より多くの問題に触れ、経験が積める内容になっています。 

受験生でなくても、個々のレベルアップや学習習慣を身につけるために夏期講習会の受講をお勧めしま

す。先着順で、早い時間帯は埋まりやすいです。 

 

夏期講習会案内・申込書は 6月 9日の週に配布しています。 

必要であれば改めてお配りしますので、お声掛けください。 

塾生の申し込み締め切りは 7月 5日（土）です。 

部活動の都合などで締め切り日に間に合いそうになければ、ご相談ください。 

 

☆小学生☆ 

 

〇夏休みの間の学習について 

 

長期休暇中にお勧めする学習は「復習」です。大きく分けると漢字・読解・計算・文章題です。 

学校の宿題だけでなく＋αをするようにしてください。＋αとは自分に必要な学習内容のことです。 

市販の問題集を選ぶのであれば、苦手科目は薄めで進めやすい教材を選んで下さい。漢字は日々新し

いものを学んでいるため、これまでに学んだことを忘れている可能性もあります。学年を下げて取り組む

勉強も良い復習になるでしょう。 

 

☆中学受験生☆ 

 

これまで多くのことを学んできました。知識として新たに学ぶことも残り少なくなってきています。これから

先は反復練習をして早く・正確に・時間内に解くことができるようになっていく、そして覚えるべきことを定

着させていくことを心掛けていきましょう。今まで解いてきたテキストを夏期講習までに解き直しをすること

ができれば良いでしょう。 

全体的に気になることは国語の読解です。時間制限が無ければ解けても、決められた時間内で解き切る

ことができていません。読むスピードや力を入れて読むところとそうでないところの見極め、設問に対する

アプローチの方法などを自分に合った形を見つけていきましょう。普段の学習から制限時間を設けて、そ

の時間内で解く練習もしていきましょう。 

 

〇模試について（小学 6年生・5年生） 

 

第 3回 五ツ木模試  7月 6日（日） 

 

中学受験の五ッ木・駸々堂模試は保護者様にお申し込みをしていただく形になります。 

その際に塾名を「学塾 S60600」で登録していただきますようお願いします。 

 



☆中学 1・2年生☆ 

 

テストの結果が悔しかったとき「次のテストは頑張ろう」の「次」が遅いです。 

次のテスト 1 週間前から再始動するのではなく、テストが返却されて「悔しい」「期待していた結果ではな

かった」と思った、そのときから動き始めるのです。テスト期間と同じように自習日を決めて通塾をする。学

校で習ったことで難しかったことはその日のうちに理解をする。覚えるべき英単語・漢字・社会の語句は早

めに覚える。そうすればきっと次のテストでは良い結果に繋がります。 

堀江中期末テストが終わると、次のテストは 8月末の課題テストです。2 ヵ月間でできることはたくさんあり

ます。テスト前だけでなく日々の学習を習慣化していきましょう。 

 

〇中学 2年生 夏期講習会について 

 

学塾の方針として、受験学年は講習会必須受講をお願いしており、非受験生は任意参加です。 

講習会を受講しない場合でも 1 年生の内容を含め英語の復習をしておきましょう。英語は今学習している

ことだけでなく、これまでに学んできたことと合わせて知識を使い分けていく必要がありますが、全体とし

てその使い分けが苦手です。ひとつでもできることを増やし、複合した知識が必要な問題に対応できるよ

うにしていきたいです。 

☆高校受験生☆ 

 

地道にコツコツと取り組むことの大切さを理解した上で、日々の勉強に励んでください。その上で次の話を

します。おそらく多くの人は担当の先生から勉強法について細かなアドバイスを受けた経験があると思い

ます。具体的には「途中式を書く」「わかっていることは問題の図形に数値を書き込む」といったことです。 

このように細かいことを大切にすることが、受験勉強において得点をとるポイントなのです。細かいところ

に意識を傾け、覚えるべきことは覚える。何も見ずに解くことができるように反復練習をする。これができ

るようになると結果が大きく変わります。 

実力テストや模擬テストのような範囲が無いテストになると、定期テスト以上に点数を上げることが難しく

なります。初見の問題を見て、正解を出すために必要な知識が出てくるのかどうかを問われるテストのた

め、これまで学んできたテキストの目次を見返し、忘れている単元があるのであればそれから学び直しを

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇高校受験生の夏期講習会について 

 

夏期講習会は 2つのコースを用意しています。 

 

夏期特別講座：夏休みの間に 75 分×56 コマで 5 教科をしっかり学習するための講座です。入試問題が

C 問題・B 問題の学校を希望される方はこの講座を受講してください。基本は少人数での授業形態となり

ます。部活動のスケジュールが合わない方や、学力的に少人数での授業形態が厳しそうな方は個別講

座を受講してください。 

 

個別講座：普段の授業形態同様 1：2 の形式で 20 コマの特別講座を実施します。（案内には 24 コマと書

いてありますが、20 コマに訂正させていただきます。）部活動のスケジュールの都合上、特別講座を受講

することができない方、基礎を中心に学習をしたい方向けの講座です。 

 

高校受験生は上記のコースのどちらかが必須受講となります。受講コースについて迷われている方は、

いつでもご相談ください。 

 

申込〆切は 7月 5日(土)です。 

 

9月以降は実力テスト・定期テスト・模擬テストと卒業後の進路に向けて重要なテストが続きます。 

夏休みはこれらに向けて重要な問題を練習していくことになります。 

 

〇中 3 第 4回 塾長講座について 

 

 2025年 6月 28日（土） 13時 30分～19時 00分 

 

※原則全員参加でお願いします。 

部活動などで欠席される場合は欠席届をご提出ください。修学旅行の振替が入っている方はそれを優先

します。 

 

 

○模擬テストについて 

 

第 3回 五ツ木模試 7 月 13 日（日） 希望者のみ受験 

次回、第 4回から必須受験となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 



〇学校紹介「プール学院中学・高校」～ 指定校推薦で大学進学はここが一番か！？～ 

 

大阪市生野区にある女子高です。最寄り駅は環状線桃谷駅。 

創立 150 周年を迎えようとするキリスト教系の伝統校です。高校入学からは 4 コース、中学入学からは 3

コースでの募集があります。キリスト教に基づいた人間教育も特徴のひとつですが、それ以上に豊富な大

学への指定校推薦があります。 

 

現時点で、プール学院を第一志望に挙げている塾生はいないと認識しています。あるとすれば中学受験

の 2日目以降、高校受験では私立の 1.5次もしくは公立高校の併願でしょうか。 

 

それでは、ここから耳寄りな情報を挙げていきます。 

 

2025年度卒業生のうち 大学進学を希望する生徒は 173名（中学から入学 33名・高校から入学 140名）

でした。そのうち指定校推薦での大学進学は 92名（53.2％）です。 

 

同志社大学進学者 10名 そのうち指定校推薦での進学者は 6名 

関西学院大学進学者 8名 そのうち指定校推薦での進学者 7名（学塾の卒塾生はこのうちの 1人） 

関西大学進学者 4名 そのうち指定校推薦での進学者 4名 

近畿大学も 7名、甲南大学も 4名、龍谷大学も 1名 指定校で進学しています。 

 

女子大にも強いです。同志社女子も 10 名（一昨年、学塾の卒塾生もプール学院から同志社女子へ進学

しています。）・京都女子も 8名・武庫川女子は 14名・神戸女学院は 5名が指定校で進学 

 

関東の私大にも枠を持っています。2025年は立教大学に 8名・中央大学に 1名進学しています。 

 

プール学院中学・高校の指定校推薦の多さについてご紹介しました。卒業生の数が少ないため、合格実

績では見えませんが指定校推薦を中心に高校卒業後の進路も安心してもらえるような学校運営をされて

いるように思います。 

 

多くの学校がありますが、指定校推薦の取りやすさ・枠の豊富さは大阪で 1番だと思います。 

 

少しでも気になったら、3年間・6年間過ごす環境として校舎や学校の雰囲気・部活動なども含めて調べて

みてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



☆大学受験生☆ 

 

高校 1年生は定期テストの科目の多さに戸惑っているようでした。 

定期テストに向けて中学生の頃と同じ時間配分では対応しきれないことを実感したことと思います。テスト

前だけではなく普段からの学習時間を確保することを意識しましょう。わからないことを翌日に回さないこ

とを心掛けて下さい。 

 

大学受験の勉強は、合格へのプロジェクトを進めていくようなものです。 

入学試験までに達していなければならないレベルや、それに向けて取り組むべきことが決まっています。 

ゴールを見据え、現在の自分自身の能力を見極め、どのような戦略を練ればよいのか、まわりの人にど

のようなサポートをしてもらう必要があるのかを考えながら、一段ずつ階段を上っていくようなイメージを持

ってください。 

この階段は決して楽なものではなく、途中、乗り越えなければいけない壁がいくつもあります。 

最初から最後まで順風満帆に受験を終えることができる人はいません。 

これから夏を迎えるにあたって、これまで以上に「大変だな」「辛いな」と思うこともあると思います。 

その都度話をしながら、一緒に前進していきましょう。 

 

9 月からは本番に向けた試験対策（過去問など）を進めていくことになります。そうすると、夏休みの終わ

りまでに過去問に入ることができるだけの知識を身につけておく必要があるということです。 

これを踏まえ、ふたつアドバイスをしておきます。 

 

夏休みに入るまでに、この夏に取り組むことを明確にしておくこと・計画を立てておくこと。 

「これができるようになればこの夏はＯＫ」という内容が具体的であればあるほど受験勉強も捗ります。 

「自分に負けない強い気持ち」を持って学習に励んでいきましょう。 

 

 

2025年度 塾生募集について 

お友達紹介キャンペーン 

紹介された方 入会金無料・紹介者 3000円分のクオカード 

【高校生】                            募集終了 

【高校受験 中 3】                       募集終了 

【高校受験 中 2】                       募集終了 

【高校受験 中 1】                       募集終了 

【中学受験 小 6】                       募集終了 

【中学受験 小 5】                       若干名 

【非受験 小学生】                       若干名 

学塾【URL】 https://gakujyuku.com 【FACEBOOK】https://www.facebook.com/gakujyuku 

【Instagram】https://www.instagram.com/gakujyuku/ 

 


